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1. 関連マニュアル 
 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
本資料に関連するオムロン株式会社（以下、オムロン）のマニュアルは以下のとおりです。 
 

Man.No. 形式 マニュアル名称 
SBCA-418 NX シリーズ NX シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュ

アル ハードウェア編 
SBCA-462 NX シリーズ NXシリーズ 形NX102 CPUユニット ユーザー

ズマニュアル ハードウェア編 
SBCA-448 NX シリーズ NX シリーズ 形 NX1P2 CPU ユニット ユーザ

ーズマニュアル ハードウェア編 
SBCA-467 NJ/NX シリーズ NJ/NX シリーズ CPU ユニット ユーザーズマ

ニュアル ソフトウェア編 
SBCD-377 NJ/NX シリーズ NJ/NX シリーズ CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP

ポート ユーザーズマニュアル 
SBCA-470 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュ

アル 
SBCA-468 NJ/NX シリーズ NJ/NX シリーズ コマンドリファレンスマニュア

ル(基本編) 
SDNC-780 VHV5-F シリーズ オートフォーカス・マルチコードリーダ VHV5-F

シリーズ ユーザーズマニュアル 
SDNC-781 VHV5-F シリーズ オートフォーカス・マルチコードリーダ VHV5-F

シリーズ ユーザーズマニュアル 通信設定編 
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2. 用語と定義 
 
本資料で使用する用語と定義を以下に示します。 
 

用語 説明・定義 
ノード EtherNet/IP ポートを持つ機器で構成された EtherNet/IP ネットワーク上

の中継点・分岐点・端末のことを指します。1 つの EtherNet/IP ポートを

持つ機器は、EtherNet/IP ネットワーク上で 1 つのノードとして認識さ

れ、2 つの EtherNet/IP ポートを持つ機器は、2 つのノードとして認識さ

れます。 
タグ タグデータリンクでデータ交換をする対象の単位です。「タグ」に指定

した自身のネットワーク変数と、相手のネットワーク変数、または指定

した I/O メモリエリア間でデータが交換されます。 
タグセット タグデータリンクでは、コネクションを確立するときに、1 つまたは複

数のタグ（コントローラステータスを含め、最大 8 個）をまとめて、タ

グのセットを構成します。これを「タグセット」と呼びます。つまり、

「タグセット」とは、タグデータリンクでコネクションを確立するとき

のデータの単位となります。タグデータリンクは、タグセットとタグセ

ット間をコネクションで結びつけることで行います。タグセットには必

ずタグセット名を設定します。 
タグデータリンク EtherNet/IP 規格標準の Implicit 通信をタグデータリンクと呼びます。タ

グデータリンクとは、EtherNet/IP ネットワーク上で、コントローラ－コ

ントローラ間、またはコントローラ－他のデバイス間で、互いのタグを

サイクリックにデータ交換する機能です。 
コネクション コネクションとは、データの同時性を確保する、データ交換の単位です。 
コネクションタイプ 
 

 

タグデータリンクのコネクションタイプには、マルチキャスト

（Multi-cast connection）とユニキャスト（Point to Point connection）の

2 種類あります。マルチキャストは、1 パケットで 1 つの出力タグセッ

トを複数のノードに送信します。一方、ユニキャストは、1 つの出力タ

グセットを、各ノードに対して個別に送信します。このため、1 つの出

力タグセットを複数のノードに送信する場合、マルチキャストを使用し

た方が、通信負荷を減らすことができます。 
オリジネータとター

ゲット 
タグデータリンクを行うためには、タグデータリンクを行うノード間で

コネクションを開設する必要があります。コネクションの開設を要求す

る側を「オリジネータ」、要求される側を「ターゲット」と呼びます。 
タグデータリンクパ

ラメータ 
タグデータリンクの設定において、「タグ設定」「タグセット設定」「コ

ネクション設定」を総称して、「タグデータリンクパラメータ」と呼び

ます。 
EDS ファイル EtherNet/IP 機器の入出力点数など、機器の固有の情報を記述しているフ

ァイルです。 
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3. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注

意事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2025 年 11 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程

度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする

恐れがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れ

があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 
 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な指示」を表します。 
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4. 概要 
 
本資料は、オムロン製コードリーダ（VHV5-F シリーズ）を、マシンオートメーションコン

トローラ NX シリーズ（以下、コントローラ）と、EtherNet/IP で接続する手順とその確認

方法をまとめたものです。 
「6. EtherNet/IP の設定内容」と「7. EtherNet/IP の接続手順」で記載している設定内容およ

び設定手順のポイントを理解することにより、EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させる

ことができます。 
 

 参考 
「7.3. コントローラの設定」に記載している設定内容は、以下の「Sysmac Studio プロジェ

クトファイル」（以下、プロジェクトファイル）にあらかじめ設定しています。本プロジェ

クトファイルの使用方法は、「9. 付録 プロジェクトファイルを使用した手順」を参照して

ください。最新のプロジェクトファイルは、オムロンより入手してください。 
名称 ファイル名 バージョン 

Sysmac Studio コンパクトプロジ

ェクトファイル（拡張子：csm2） 
OMRON_VHV5_NX_EIP_V100.
csm2 

Ver.1.00 

 

 
  



5．対象機器とデバイス構成 
 

 7 

5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 
接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 

メーカ 名称 形式 バージョン 
オムロン NX シリーズ CPU ユニット 形 NX701-□□□□ 

形 NX102-□□□□ 
形 NX1P2-□□□□ 

5.2.項で記

載したバー

ジョン以降 
オムロン コードリーダ 形 VHV5-F□□□□□□□□-□□□  

 
 

 参考 
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、機器メーカまでお問い合わせください。 

 

 参考 
本資料では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された機器を使用し接続確認を行っていま

す。上記対象機器の中で、5.2.項に記載されていない機器を使用する場合は、本資料の内容

を参考に接続確認を行ってください。 

 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 
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5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 

 
 

名称 メーカ 形式 備考 
コントローラ NX1P オムロン NX1P2-9024DT Ver.1.18 
PC － － OS: Windows 11 

ソフトウェア: Sysmac Studio 
アプリケーション 
ソフトウェア 

オムロン SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.60 

Sysmac Studio 
プロジェクトファイル 

オムロン OMRON_VHV5_NX_EIP_
V100.csm2 

Ver.1.00 

コードリーダ オムロン VHV5-F000N023M-SWX Ver.1.1.0 
PoE インジェクタ オムロン 98-9000311-01 － 
専用 Ethernet ケーブル オムロン FHV-VNB2 3M － 
スイッチングハブ オムロン W4S1-05C － 
LAN ケーブル － － CAT5 以上 
DC24V 電源 － － － 

 
 

 使用上の注意 

Sysmac Studio は、本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-470)を
参照して、手順と同等の処理を行ってください。 
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6. EtherNet/IP の設定内容 
 
本資料で設定するパラメータおよびグローバル変数、タグセット、タグデータリンクテーブ

ルの仕様を示します。 
以降の章では説明内容により、コードリーダを「相手機器」と略しています。 
 

6.1. パラメータ 
本資料で設定するパラメータを以下に示します。 
 

6.1.1. EtherNet/IP 通信設定 
コントローラと相手機器を EtherNet/IP で接続するためのパラメータは、以下になります。 
 

設定項目 コントローラ コードリーダ 
イーサネット － 有効 
IP アドレス 192.168.188.200 192.168.188.2（初期値） 
サブネットマスク 255.255.0.0 255.255.0.0（初期値） 
ゲートウェイ － 0.0.0.0（初期値：任意） 
IP アドレスモード － 固定 
EtherNet/IP － オン 
KeepAlive 使用する（初期値） － 
※本資料では、同一セグメント内の接続のため、ゲートウェイの設定は不要です。 
コードリーダのゲートウェイ設定は空欄以外の任意の値を設定します。 

 
6.1.2. コードリーダのアセンブリについて 

コードリーダには、1 種類の入力アセンブリ、1 種類の出力アセンブリがあります。 
 
アセンブリ名 アセンブリ ID サイズ（byte） 
入力アセンブリ 100 492 
出力アセンブリ 197 284 
 
 
メモリ割り付けと各アセンブリのデータ構造の詳細な説明については、「オートフォーカス・

マルチコードリーダ VHV5-F シリーズ ユーザーズマニュアル 通信設定編」(SDNC-781A)
の[付録 A-2  EtherNet/IP 通信仕様詳細]を参照してください。 
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6.2. タグデータリンクで使用するデータ型 
相手機器のタグデータリンクのデータについて、データ型の使用例を記載します。 
 
＜入力／出力アセンブリ＞ 
・入力アセンブリ：入力アセンブリ(100) 
・出力アセンブリ：出力アセンブリ(197) 
 

6.2.1. 出力エリアについて 
出力エリアとは、トリガ入力やリーダモード設定といった、コードリーダにコマンドを送信

することができるエリアです。 
 
■出力エリアアクセス用のデータ型の定義（構造体） 
出力エリアにアクセスするためのデータ型です。 
 

データ型の名称 データ型 相手機器データ 
s_VHV5_Out_197 STRUCT － 
 ReadCycleControl s_ReadCycleControl 読み取りサイクル制御(16bit) 
 ReportIDAck ULINT レポート ID 確認 
 ReaderMode WORD リーダモード 
 ReaderControl s_ReaderControl リーダ制御(16bit) 
 JobSlotID UINT ジョブスロット ID 
 JobControl s_JobControl ジョブ制御(16bit) 
 CommandControl s_CommandControl コマンド制御(16bit) 
 FocusDistance INT 焦点距離 
 CmdLength DINT コマンド長 
 CmdData ARRAY[0..255] OF 

BYTE 
コマンド文字列 

 DigitalOutputControl s_DigitalOutputControl デジタル出力制御(16bit) 

 
■制御信号エリアアクセス用のデータ型の定義（構造体） 
制御信号エリアにアクセスするためのデータ型です。 
 

データ型の名称 データ型 相手機器データ 
s_ReadCycleControl STRUCT － 
 UseExtendedDataReportFormat BOOL 拡張データレポート形式有効 
 Trigger BOOL トリガ(読み取りサイクル開始) 
 RequireReportAck BOOL レポートデータ読み取り確認 
 Reserved ARRAY[0..12] 

OF BOOL 
予約(未使用) 
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データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_ReaderControl STRUCT － 
 SetReaderMode BOOL リーダモードセット 
 RebootDevice BOOL コードリーダ再起動 
 ResetSystemFault BOOL Fault (Response) Code リセット 
 Reserved ARRAY[0..12] 

OF BOOL 
予約(未使用) 

 
データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_JobControl STRUCT － 
 ChangeJob BOOL ジョブ変更 
 SaveJob BOOL ジョブ保存 
 Reserved ARRAY[0..13] 

OF BOOL 
予約(未使用) 

 
データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_CommandControl STRUCT － 
 CmdExe BOOL コマンド実行 
 TrainMatchString BOOL Train Match String実行 
 SetFocusDistance BOOL 焦点距離セット 
 Reserved ARRAY[0..12] 

OF BOOL 
予約(未使用) 

 
データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_DigitalOutputControl STRUCT － 
 Output1_Enable BOOL 出力1有効 
 Output2_Enable BOOL 出力2有効 
 Output3_Enable BOOL 出力3有効 
 Reserved ARRAY[0..12] 

OF BOOL 
予約(未使用) 
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6.2.2. 入力エリアについて 

入力エリアとは、トリガの受付確認や読み取り OK/NG の結果といった、コードリーダの制御

状態や出力文字列を確認することができるエリアです。 
 

■入力エリアアクセス用のデータ型の定義（構造体） 
入力エリアにアクセスするためのデータ型です。 

 
データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_VHV5_In_100 STRUCT － 

 AcquireStatus s_AcquireStatus 取得ステータス 
 CycleID ULINT サイクル ID 
 ReportIDReady ULINT レポート ID 準備完了 
 ReaderMode WORD リーダモード 
 ResponseCode WORD レスポンスコード 
 JobSlotID UINT ジョブスロット ID 
 JobStatus JobStatus ジョブステータス 
 FocusDistance INT 焦点距離 
 CommandStatus s_CommandStatus コマンドステータス 
 DigitalInputStatus s_DigitalInputStatus デジタル入力ステータス 
 DigitalOutputStatus s_DigitalOutputStatus デジタル出力ステータス 
 CycleStatus s_CycleStatus サイクルステータス 

 ReadCycleEndTime ULINT 読み取りサイクル完了時のタイムスタ

ンプ 
 NumberOfCodes DINT コードの数 
 TotalReportLength DINT 合計レポート長 
 ReportData ARRAY[0..439] 

OF BYTE 
レポートデータ 

 
■状態信号エリアアクセス用のデータ型の定義（構造体） 
状態信号エリアにアクセスするためのデータ型です。 

データ型の名称 データ型 相手機器データ 
s_AcquireStatus STRUCT － 
 TriggerReady BOOL トリガレディ 
 TriggerAck BOOL トリガ確認 
 AcquireDone BOOL キャプチャ処理完了 
 TriggerOverrun BOOL トリガオーバーラン 
 Reserved ARRAY[0..11]  

OF BOOL 
予約(未使用) 
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データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_JobStatus STRUCT － 
 JobLoaded BOOL 有効ジョブロード 
 ChangeJobAck BOOL ジョブ変更確認 
 ChangeJobDone BOOL ジョブ変更完了 
 SaveJobAck BOOL ジョブ保存確認 
 SaveJobDone BOOL ジョブ保存完了 
 Reserved ARRAY[0..10]  

OF BOOL 
予約(未使用) 

 
データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_CommandStatus STRUCT － 
 CommandAck BOOL コマンド実行確認 
 CommandDone BOOL コマンド実行完了 
 TrainMatchStringAck BOOL マッチコード実行確認 
 TrainMatchStringDone BOOL マッチコード実行完了 
 DirectFocusSetAck BOOL 焦点距離設定確認 
 DirectFocusSetDone BOOL 焦点距離設定完了 
 Reserved ARRAY[0..9]  

OF BOOL 
予約(未使用) 

 
データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_DigitalInputStatus STRUCT － 
 Input1_Status BOOL 入力 1 ステータス 
 Input2_Status BOOL 入力 2 ステータス 
 Input3_Status BOOL 入力 3 ステータス 
 Reserved ARRAY[0..12]  

OF BOOL 
予約(未使用) 

 
データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_DigitalOutputStatus STRUCT － 
 Output1_Status BOOL 出力 1 ステータス 
 Output2_Status BOOL 出力 2 ステータス 
 Output3_Status BOOL 出力 3 ステータス 
 Reserved ARRAY[0..12]  

OF BOOL 
予約(未使用) 
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データ型の名称 データ型 相手機器データ 

s_CycleStatus STRUCT － 
 ReadCyclePassed BOOL 読み取りサイクル成功 
 AllCodesFound BOOL 全コード検出 
 AllCodesRead BOOL 全コード読み取り 
 AllCodesMatch BOOL 全コード一致 
 AllCodesQuality BOOL 全コードグレーディング合格 
 ProcessOverrun BOOL プロセスオーバーラン 
 Reserved ARRAY[0..9]  

OF BOOL 
 

 
 

 参考 
各ビットの使い方の説明については、「オートフォーカス・マルチコードリーダ VHV5-F シ

リーズ ユーザーズマニュアル 通信設定編」(SDNC-781A)の「付録 A-2 EtherNet/IP 通信仕

様詳細」を参照してください。 

 
 

6.3. グローバル変数 
コントローラでは、タグデータリンクのデータをグローバル変数として扱います。グローバ

ル変数の設定内容を以下に示します。 
下記、グローバル変数は、「プロジェクトファイル」に設定されています。 

 
変数 ネットワーク公開 データ型 用途 

Reader_OUT 出力 s_VHV5_Out_197 出力エリアのデータリンク用 

Reader_IN 入力 s_VHV5_In_100 入力エリアのデータリンク用 

 
 

 使用上の注意 

相手機器のタグデータリンクのデータサイズが奇数バイトの場合は、BOOL 型で宣言せず、

BYTE 型で宣言してください。 

 

 参考 
データ型に配列型を指定する場合、Sysmac Studio では、以下の 2 つの入力方法があり、入

力後は①は②に変換され、表示は常に②となります。 
①BOOL[16] ／ ②ARRAY[0..15] OF BOOL 

本資料では簡略化のため「BOOL[16]」と表記しています。 
（上記の例は、16 個の配列要素を持つ BOOL 型のデータ型を意味しています。） 
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6.4. タグセット 

タグデータリンクを行うためのタグセットの設定内容を以下に示します。 
タグセット内のデータは、以下の OUT No.および IN No.の昇順で設定します。 

 
■出力エリア（コントローラ→コードリーダ） 

オリジネータ変数（タグセット名） データサイズ(byte) 
Reader_OUT 284 
 OUT No. グローバル変数名（タグ名） データサイズ(byte) 
 1 Reader_OUT 284 

 
■入力エリア（コントローラ←コードリーダ） 

オリジネータ変数（タグセット名） データサイズ(byte) 
Reader_IN 492 
 IN No. グローバル変数名（タグ名） データサイズ(byte) 
 1 Reader_IN 492 

 
 

6.5. タグデータリンクテーブル 
タグデータリンクテーブル（コネクション設定）の設定内容を以下に示します。 
赤枠内の値は、相手機器の EDS ファイルの値を使用します。 
 
コネクション名 コネクション I/O タイプ RPI (ms) タイムアウト値 

default_001 Input_Output 10.0 RPI x 32 
 

コネクション

I/O タイプ 
入力／

出力 
ターゲット変数 

 
サイズ
(Byte) 

オリジネータ変数

（タグセット名） 
サイズ
(Byte) 

コネクショ

ンタイプ 

Input_Output 

入力 100 492 Reader_IN 492 
Point to 

Point 
connection 

出力 197 284 Reader_OUT 284 
Point to 

Point 
connection 
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7. EtherNet/IP の接続手順 
 
本章では、コードリーダとコントローラを EtherNet/IP で接続する手順について記載します。 
本資料では、コードリーダおよびコントローラが工場出荷時の初期設定状態であることを前

提として説明します。機器の初期化については「8.初期化方法」を参照してください。 
 

7.1. 作業の流れ 
EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させるための手順は以下のとおりです。 
 

7.2. コードリーダの設定  コードリーダの設定を行います。 
▼   

 7.2.1. パラメータ設定  コードリーダのパラメータ設定を行います。 
▽   

7.3. コントローラの設定  コントローラの設定を行います。 
▼   

 7.3.1. IP アドレスの設定  Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アド

レスを設定します。 
▼   

 7.3.2. EDS ファイルのインストール  コードリーダとの EtherNet/IP 通信に必要な EDS
ファイルをインストールします。 

▼   
 7.3.3. ターゲットデバイスの登録  ターゲットデバイスを登録します。 

▼   
 7.3.4. グローバル変数の設定  タグデータリンクとして使用するグローバル変

数を設定します。 
▼   

 7.3.5. タグの登録  タグおよびタグセットを登録します。 
▼   

 7.3.6. コネクションの設定  ターゲット変数およびオリジネータ変数を設定

し、コネクションの設定を行います。 
▼   

 7.3.7. プロジェクトデータの転送  オンライン接続し、コネクション設定およびプロ

ジェクトデータをコントローラに転送します。 
▽   

7.4. EtherNet/IP 通信の確認  EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行さ

れていることを確認します。 
▼   

 7.4.1. 接続状態の確認  EtherNet/IP の接続状態を確認します。 
▼   

 7.4.2. データ送受信の確認  正しいデータが送受信されていることを確認し

ます。 
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7.2. コードリーダの設定 
コードリーダの設定を行います。 

 
7.2.1. パラメータ設定 

コードリーダのパラメータを設定します。 
使用する PC の IP アドレスを「192.168.188.100」、サブネットマスクを[255.255.0.0]に設定

してください。 
 

1 
 

PoE インジェクタにコードリー

ダとスイッチングハブを LAN ケ

ーブルで接続します。 
 
 
 

 

2 PC とスイッチングハブを LAN
ケーブルで接続します。 
 
スイッチングハブに、DC24V 電

源（スイッチングハブ用）を接

続します。 

 

 

3 PC の IP アドレスの設定をしま

す。 
IP アドレスは 
「192.168.188.100」、 
サブネットマスクは

「255.255.0.0」を入力してくだ

さい。 
 
右の画面を開く手順は、 
手順 4.を参照してください。 
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4 静的接続(固定 IP アドレス設定) 
1.［コントロールパネル］｜［ネットワークと共有センター］に移動します。 
2.［アダプターの設定の変更］をクリックします。［イーサネット］をダブルクリックします。 
3.［イーサネットのプロパティ］ダイアログボックスで、［インターネットプロトコルバージ

ョン 4（TCP / IPv4）］を選択し、［プロパティ］ボタンをクリックします。PC の IP アドレ

スを 192.168.188.100 に設定します。 
4.［OK］ボタンをクリックします。 
 

5 Device Discovery Utility を起動

します。 
 

 

 
 

6 Device Discovery Utility にて

VHV5-F が検索されたら、選択し

IP アドレスを以下の内容に設定

します。 
IP アドレス: 192.168.188.2 
サブネットマスク: 255.255.0.0 
デフォルトゲートウェイ: 
0.0.0.0 
 
※VHV5-F 本体のメンブレンス

イッチを 5 秒押すことで上記 IP
アドレスにセットされます。 
この操作により IP アドレスを設

定した場合は手順 8.に進んでく

ださい。 

 

 

 

 

7 IP アドレス: 192.168.188.2 
サブネットマスク: 255.255.0.0 
デフォルトゲートウェイ: 
0.0.0.0 
にセットし、「Update Settings 
and Exit」をクリックします。 
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8 任意のブラウザを起動し、

「192.168.188.2」と入力しま

す。 

 

 
 

9 WebLink の画面が表示されま

す。 

 

 
 

10 「デバイス」→「PLC」の順に

クリックし、「PLC の設定」の

「EtherNet/IP」をオンにします。 
 

 

 
 

11 「セットアップ」をクリックし、

「読み取りサイクル」を「単発

読み取り」にします。 
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7.3. コントローラの設定 
コントローラの設定を行います。 
 

7.3.1. IP アドレスの設定 
Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アドレスを設定します。 
Sysmac Studio をあらかじめ PC にインストールしてください。 
 

1 コントローラの内蔵 EtherNet/IP
ポート(PORT1)に LAN ケーブル

を接続し、「5.2.デバイス構成」

のように、コントローラに PC
およびスイッチングハブを接続

します。 
 

 

2 Sysmac Studio を起動します。 
 
※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

3 Sysmac Studio が起動します。 
［新規プロジェクト］をクリッ

クします。 
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4 ［プロジェクトのプロパティ］

ウィンドウが表示されます。 
 
※本資料では、プロジェクト名

を、「新規プロジェクト」と

します。 
 
［デバイス選択］の［カテゴリ］

および［デバイス］が使用する

機器になっていることを確認し

ます。 
 
バージョンのプルダウンメニュ

ーから、使用機器のバージョン

を選択します。 
 
※本資料では、バージョンとし

て、[1.18]を選択しています

が、実際に使用するバージョ

ンを選択してください。 

 

 

5 ［作成］をクリックします。 

 

6 ［新規プロジェクト］画面が、

表示されます。 

 

画面の名称は、以下になります。 

左側：マルチビューエクスプロ

ーラ 

右側上：ツールボックス 

右側下：コントローラステータ

スウィンドウ 

中央上：エディットウィンドウ 

画面中央下には、以下のタブが

表示されます。 

アウトプットウィンドウ 

ビルドウィンドウ 
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7 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［コ

ントローラ設定］－［内蔵

EtherNet/IP ポート設定］をダブ

ルクリックします。 

 

 
 

8 ［エディットウィンドウ］に、

［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］

タブが表示されます。 
［IP アドレス］において、以下

の設定を行います。 
IP アドレス：192.168.188.200 
サブネットマスク： 
255.255.0.0 
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7.3.2. EDS ファイルのインストール 
VHV5-F 用の EDS ファイルをインストールします。 
EDS ファイルは、弊社ホームページ（https://www.omron.co.jp）からダウンロードしてくだ

さい。 
 

1 メニューバーから、［ツール］

－［EtherNet/IP コネクション設

定］を選択します。 

 

2 [内蔵 EtherNet/IP ポート設定]を
ダブルクリックします。 

 

3 [ツールボックス]-[ターゲットデ

バイス]を右クリックし、[EDS
ライブラリ表示(L)]を選択しま

す。 

 

4 EDS ライブラリが表示されます

ので、[インストール]を選択しま

す。 

 

https://www.fa.omron.co.jp/
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5 ダウンロードしておいたEDSフ

ァイルを選択し、[開く(O)]を選

択します。 
 

 

6 [OMRON Microscan Systems, 
Inc.]-[Barcode Reader]- [VHV5]
がインストールされたことを確

認します。 
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7.3.3. ターゲットデバイスの登録 
ターゲットデバイスを登録します。 
 

1 メニューバーから、［ツール］

－［EtherNet/IP コネクション設

定］を選択します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に、

［EtherNet/IP デバイスリスト］

タブが表示されます。 
［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］

を選択した状態で、マウスの右

ボタンをクリックし、メニュー

から、［編集］を選択します。 

 
 

3 ［エディットウィンドウ］に、

［内蔵 EtherNet/IP ポート設定 
コネクション設定］タブが表示

されます。 
 

4 [Toolbox]内の［＋］をクリック

します。 
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5 ターゲットデバイス登録画面が

表示されます。 
 
［ノードアドレス］に、

[192.168.188.2]を入力します。 
 
［形式名］と［リビジョン］を

クリックし、表示されるプルダ

ウンメニューから、以下の値を

選択します。 
形式名：VHV5 
リビジョン：1 

 
 
 
 
 

6 設定内容を確認し、［追加］を

クリックします。 

 

7 [Toolbox]の［ターゲットデバイ

ス］に、[192.168.188.2]のデバ

イスが登録されます。 
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7.3.4. グローバル変数の設定 
タグデータリンクとして使用するグローバル変数を設定します。 
以下のアセンブリを使用する例を記載します。 
・入力アセンブリ：入力アセンブリ(100) 
・出力アセンブリ：出力アセンブリ(197) 
 
 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］

－［データ］－［データ型］を

ダブルクリックします。 

 

2 ［データ型］タブが表示されま

す。 
［構造体型］をクリックして［構

造体型］タブを表示します。 
 
［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規データ型を入力

できるようになります。 
 
［名称］に、

「s_ReadCycleControl」を入力

します。 

 

 

 
 

 

3 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［メンバ新規作成］を選択しま

す。  
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4 トリガ入力用のビットなど、コ

ードリーダを制御する出力アセ

ンブリの制御信号の詳細を確認

するためのデータ型を作成しま

す。 
［名称］、[データ型]を右図のよ

うに入力します。 
バイトオフセット、ビットオフ

セットも右図のように割り当て

ます。 
s_ReadCycleControl の 
右図の内容の詳細は、「オート

フォーカス・マルチコードリー

ダ VHV5-F シリーズ ユーザー

ズマニュアル 通信設定編」

(SDNC-781A)の[A-2 
EtherNet/IP 通信仕様詳細]を参

照してください。 
 
 

 

5 制御信号のメンバの作成が完了

したら、画面内で右クリックを

し、[データ型新規作成(N)]を押

下します。 
 
 
 
［名称］に、「s_VHV5_Out_197」
を入力します。 

 
 

 

6 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［メンバ新規作成］を選択しま

す。 
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7 ［名称］、[データ型]を右図のよ

うに入力します。 
右図の内容の詳細は、「オート

フォーカス・マルチコードリー

ダ VHV5-F シリーズ ユーザー

ズマニュアル 通信設定編」

(SDNC-781A)の[A-2 
EtherNet/IP 通信仕様詳細]を参

照ください。 
 

 

8 手順 5.～7.と同様に、データ型

とメンバを新規作成します。 
 
コードリーダの状態を示す入力

アセンブリのデータ型を作成し

ています。 
 
バイトオフセット、ビットオフ

セットも右図のように割り当て

ます。 
 
右図の内容の詳細は、『オート

フォーカス・マルチコードリー

ダ VHV5-F 通信設定編

（SDNC-781A）』の「A-2 
EtherNet/IP 通信仕様詳細」を参

照ください。 
 
 

 

9 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］

－［データ］－［グローバル変

数］をダブルクリックします。 
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10 ［エディットウィンドウ］に、

［グローバル変数］タブが表示

されます。 
 
［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規変数を入力でき

るようになります。 
 
［名称］に、[Reader_OUT]を入

力します。 
 
［データ型］に、

[s_VHV5_Out_197]を入力しま

す。 
 
［ネットワーク公開］に、メニ

ューから［出力］を選択します。 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

11 出力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［新規作成］を選択します。  

12 手順 2～3.と同様に、新規作成エ

リアに以下のデータを入力しま

す。 
・名称：Reader_IN 

データ型：s_VHV5_In_100 
ネットワーク公開：入力 

   

13 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［タ

スク設定］をダブルクリックし

ます。 
［エディットウィンドウ］に、

［タスク設定］タブが表示され

ます。 
[VAR]をクリックします。 
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14 ［＋］をクリックします。 
 
 
 
新たなエリアが追加されます。 
追加されたエリアの［更新する

変数］（画面左側）の下矢印を

クリックします。 
 
本項で設定した変数が表示され

ます。 
[Reader_OUT]を選択します。 
 
 
 
[s_VHV5_Out_197]が追加され

ます。 
 
※データ型は、自動的に表示さ

れるので、設定不要です。 

  

 

  
 

  
 

  

15 手順 14.と同様の手順で、本項で

設定したすべての変数を、［更

新する変数］（画面左側）に追

加します。 
 
※データ型は、自動的に表示さ

れるので、設定不要です。 
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7.3.5. タグの登録 
タグおよびタグセットを登録します。 
 

1 ［内蔵 EtherNet/IP ポート設定 
コネクション設定］タブで、［タ

グセット］を選択します。 
［タグセット］内の［入力］タ

ブを選択します。 

 

2 ［入力］タブ内で、マウスの右

ボタンをクリックし、メニュー

から、［タグセット新規作成］

を選択します。  

3 新規タグセット名を入力できる

ようになりますので、追加され

た入力エリアを選択します。 
 
[Reader_IN]を入力します。 

 
 

 

4 [Reader_IN]を選択した状態で、

マウスの右ボタンをクリック

し、メニューから、［タグ新規

作成］を選択します。 
 
[Reader_IN]内に、新規タグ名を

入力できるようになりますの

で、追加された入力エリアを選

択します。 
 
[Reader_IN]を入力し、タグとし

て設定します。 
 
※設定している変数は、先頭文

字を入力すると、右図のよう

に、一覧で表示されます。 

 
 

 
 

 

 

 

5 ［出力］タブを選択します。 
［出力］タブ内で、マウスの右

ボタンをクリックし、メニュー

から、［タグセット新規作成］

を選択します。 
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6 新規タグセット名を入力できる

ようになりますので、手順 3.と
同様の操作で、[Reader_OUT]を
入力します。 

 

7 手順 4.と同様の操作で、「6.4.
タグセット」の OUT No.の順に、

グローバル変数を、タグとして

設定します。 
 

8 ［タグセット数］、[タグ数]がと

もに「2」になっていることを確

認します。 
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7.3.6. コネクションの設定 
ターゲット変数（コネクションを開設される側）およびオリジネータ変数（コネクションを

開設する側）を設定し、コネクション（タグデータリンクテーブル）の設定を行います。 
 

1 ［内蔵 EtherNet/IP ポート設定 
コネクション設定］タブで、［コ

ネクション］を選択します。 

 

2 ［コネクション］内で、マウス

の右ボタンをクリックし、メニ

ューから、［新規作成］を選択

します。 
 

3 新規コネクションを入力できる

ようになりますので、追加され

た入力エリアを選択します。 
 
［ターゲットデバイス］のプル

ダウンメニューから、

[192.168.188.2]を選択します。 

 
 

 

 

4 コネクション[default_001]が生

成されます。 
［コネクション I/O タイプ］は、

[Input Output]を選択します。 

 

5 ［ターゲット変数］および［オ

リジネータ変数］が設定できる

ようになります。  

6 ［入力］の［ターゲット変数］

をクリックします。 
 
キーボードから、『[Ctrl]＋［ス

ペース］』を入力すると、使用

できるアセンブリ番号が表示さ

れます。 
 
※アセンブリ番号の先頭文字

「1」の入力でも、一覧は表示

されます。 
 
アセンブリ番号を選択します。 
 
同様の操作で、［出力］の［タ

ーゲット変数］を選択します。 
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7 ［入力］の［オリジネータ変数］

をクリックします。 
一覧表示されますので、使用す

るタグセット名を選択します。 
 
同様の操作で、［出力］の［オ

リジネータ変数］を選択します。 

 
 

 

8 ［コネクションタイプ］および

[RPI[ms]]、［タイムアウト値］

を必要により、設定します。 
 

 

9 ［コネクション数］が、[2]にな

っていることを確認します。  
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7.3.7. プロジェクトデータの転送 
オンライン接続し、コネクション設定およびプロジェクトデータをコントローラに転送しま

す。 
 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変

数、CX ユニット用メモリの値を転送するときは、CPU ユニットの動作モード

にかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐れがあります。 
プロジェクトデータを転送するときは、転送先スレーブの安全を確認してから

行ってください。 
 

 

1 コントローラとスイッチングハ

ブ、コードリーダの電源を投入

します。 

 

2 メニューバーから、［プロジェ

クト］－［全プログラムチェッ

ク］を選択します。  

3 ［ビルドウィンドウ］タブが選

択されます。 
エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 

 

4 メニューバーから、［プロジェ

クト］－［リビルド］を選択し

ます。 

 

5 確認用のダイアログが表示され

ますので、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 

 

6 ［ビルドウィンドウ］タブ内の

エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 
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7 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［通信設定］を選択し

ます。 
 

8 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 
［接続方法］から、

［Ethernet-HUB 接続］が選択さ

れていることを確認します。 
また、[USB-リモート

/Ethernet-HUB接続 接続先 IPア

ドレス]に[192.168.188.200]を入

力します。 
[通信テスト(Ethernet-HUB 接

続)]を押下して、[通信テスト OK]
と表示されることを確認してく

ださい。 
[OK]をクリックします。 

 

9 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［オンライン］を選択

します。 
確認のダイアログが表示されま

したら、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 
 
※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、内容を確

認し、［はい］や[Yes]など処

理を進める選択を行ってくだ

さい。 

 
 

 

10 オンライン状態になると、［エ

ディットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 

 

 

 参考 
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オ

ペレーションマニュアル」(SBCA-470)の「第 6 章 コントローラとの接続」を参照してくだ

さい。 
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11 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［同期］を選択します。 

 

12 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 
転送したいデータ（右図では、

[NX1P2]）にチェックが付いてい

ることを確認します。 
［EtherNet/IP コネクション設定

（内蔵ポート、ユニット）を転

送しない。］のチェックを外し

ます。 
［転送［パソコン→コントロー

ラ］］をクリックします。 
 
※［転送［パソコン→コントロ

ーラ］］を実行すると、Sysmac 
Studio のデータをコントロー

ラに転送して、データの照合

を行います。 

 

13 確認用のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを確

認し、［はい］をクリックしま

す。 
 
同期中の画面が表示されます。 
 
 
確認用のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを確

認し、［いいえ］をクリックし

ます。 
 
※「運転モード」に戻さないよ

うにしてください。 
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14 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、「同期は成

功しました。」と表示されてい

ることを確認します。 
問題がなければ、［閉じる］を

クリックします。 
 
※「同期は成功しました。」と

表示されることで、Sysmac 
Studio のプロジェクトデータ

とコントローラのデータが一

致したことを示します。 
 
※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、手順 1.から再

実行してください。 

 

 

15 ［コントローラステータス］の

[ERR/ALM]が緑点灯し、［プロ

グラムモード］であることを確

認します。  

 

 使用上の注意 

［同期］を実行した後、コネクション設定（タグデータリンクテーブル）を変更した場合、

再度、［同期］を実行しても、コネクション設定（タグデータリンクテーブル）は転送され

ません。 
 
転送時は、右図のように、［内

蔵EtherNet/IPポート設定 コネ

クション設定］タブ内の［転送

［パソコン→コントローラ］］

をクリックして、転送してくだ

さい。 
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7.4. EtherNet/IP 通信の確認 
EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行されていることを確認します。 
 

7.4.1. 接続状態の確認 
EtherNet/IP の接続状態を確認し、コードリーダを WebLink へ接続します。 
 

1 タグデータリンクが正常に行われて

いることをコントローラの LED で

確認します。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
NET RUN：緑点灯 
NET ERR：消灯 
LINK/ACT：黄点滅 
（パケット送受信時に点滅） 

 

 

 

2 コードリーダの LED を確認します。 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
電源：緑点灯 
ネットワーク：黄点滅 
 
 
 
 

 

 
 

3 ［ツール］-［EtherNet/IP コネクシ

ョン設定］を選択し、［EtherNet/IP
デバイスリスト］タブを開きます。  

4 ［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］を

選択した状態で、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、［モ

ニタ］を選択します。  

5 ［内蔵EtherNet/IPポート設定 コネ

クションモニタ］タブが表示されま

す。 
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6 ［コネクションステータス］タブを

選択します。 
［コネクション名］の該当するコネ

クションに、青●が付いていること

を確認します。 
［ステータス］が、[00:0000]である

ことを確認します。 

 

7 ［タグステータス］タブを選択しま

す。 
［タグ名］にすべてのタグが表示さ

れ、青●が付いていること、および、

全タグの［ステータス］が、［正常

解決完了］であることを確認します。 

 

8 任意のブラウザを起動し、 
「http://192.168.188.2」と入力しま

す。 
 

 

 

9 WebLink の起動画面が表示されま

す。 
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7.4.2. データ送受信の確認 

正しいデータが送受信されていることを確認します。 
あらかじめ、読み取り可能なコードを視野内に設置してください。 
 

 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更した場合、CPU ユニット

の動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続された機器が動作する恐れが

あります。 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更するときは、十分に安全

を確認してから行ってください。 
 

 

1 読み取りの例として、右図の 2D コ

ードを使用します。 
コードリーダを右図の 2D コード

(2405401)が読み取れる位置にセッ

トします。 

（2405401） 

2 メニューバーから、［表示］－［ウ

ォッチウィンドウ］を選択します。 

 

3 ［ウォッチウィンドウ 1］タブを選

択します。 

 

4 ［名前を入力…］をクリックし、モ

ニタする変数の［名称］を入力しま

す。 
変数名を新規設定する場合は、以下

の変数名を入力します。 
Reader_OUT.ReadCycleControl.

Trigger 
Reader_IN 
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5 Reader_OUT.ReadCycleControl.Tri
gger の［変更］エリアを[TRUE]に変

更します。 
 
エンターキーで値が確定し、

Reader_OUT.ReadCycleControl.Tri
gger の［モニタ値］が[True]になり

ます。 

  
 

  

6 読み取り処理が完了し、WebLink の

画面に結果が反映されます。 

 

7 Reader_IN.TotalReportLength 
Reader_IN.ReportData が 
以下のようになります。 
 
<読取文字列：2405401<CR><LF>> 
Reader_IN.TotalReportLength：6 
Reader_IN.ReportData[0]：32(2) 
Reader_IN.ReportData[1]：34(4) 
Reader_IN.ReportData[2]：30(0) 
Reader_IN.ReportData[3]：35(5) 
Reader_IN.ReportData[4]：34(4) 
Reader_IN.ReportData[5]：30(0) 
Reader_IN.ReportData[6]：31(1) 
Reader_IN.ReportData[7]：0D 
Reader_IN.ReportData[8]：0A 
 
ReportData は、ASCII で出力 
されます。 

 

8 ReportData は、表示形式を 
[ASCII]に変更すると読み取り文字

列が確認しやすくなります。 
※[ASCII]で確認したい場合、 
[s_VHV5_IN_110]-[ReportData] 
のデータ型を[Array[0..439] OF  
BYTE]にする必要があります。 
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8. 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定が手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
 

8.1. コントローラの初期化 
コントローラを初期設定状態にするためには、CPU ユニットの初期化を行います。 
初期化前にコントローラをプログラムモードにして、Sysmac Studio のメニューバーから［コ

ントローラ］－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア］ダイアログ

が表示されますので、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 
 
 

8.2. コードリーダの初期化 
コードリーダの初期化方法については、『オートフォーカス・マルチコードリーダ VHV5-F
シリーズ ユーザーズマニュアル（SDNC-780A）』の「付録」の「よくあるご質問」-「設定

を初期化する方法は？」を参照してください。 
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9. 付録 プロジェクトファイルを使用した手順 
 
本章では、以下のプロジェクトファイルを使用する場合の手順について説明します。プロジ

ェクトファイルには、「7.3.コントローラの設定」で設定した内容が含まれています。 
最新のプロジェクトファイルは、オムロンより入手してください。 
 

名称 ファイル名 バージョン 
Sysmac Studio コンパクト

プロジェクトファイル（拡張

子：csm2） 

OMRON_VHV5_NX_EIP_V100.csm
2 

Ver.1.00 

 
 

9.1. 作業の流れ 
プロジェクトファイルを使用して EtherNet/IP のタグデータリンクを設定する手順は以下の

とおりです。 
赤枠で囲んだ「9.2.1.プロジェクトファイルの読み込み」以外は、それぞれの項を参照してく

ださい。 
 

7.2. コードリーダの設定  コードリーダの設定を行います。 
▽   

9.2. コントローラの設定  プロジェクトファイルを使用して、コントローラの設

定を行います。 
▼   

 7.3.1 IP アドレスの設定  Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アドレス

を設定します。 
▼   

 9.2.1. プロジェクトファイルの読

み込み 
 Sysmac Studio にプロジェクトファイルを読み込みま

す。 
▼   

 7.3.6. プロジェクトデータの転送  オンライン接続し、コネクション設定およびプロジェ

クトデータをコントローラに転送します。 
▽   

7.4. EtherNet/IP 通信の確認  EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行されて

いることを確認します。 
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9.2. コントローラの設定 
プロジェクトファイルを使用して、コントローラの設定を行います。 
 

9.2.1. プロジェクトファイルの読み込み 
Sysmac Studio に、プロジェクトファイルを読み込みます。 
 

1 メニューバーから、［ファイル］

－［インポート］を選択します。 

 

2 ［ファイルをインポート］ダイ

アログが表示されますので、 
「OMRON_VHV5_NX_EIP_V1
00.csm2」（プロジェクトファイ

ル）を選択し、［開く］をクリ

ックします。 
 
※使用するプロジェクトファイ

ルは、オムロンより入手して

ください。 

 

3 プロジェクト画面が、表示され

ます。 
 
※「プロジェクトのバージョン

が異なります」というエラー

メッセージが表示された場

合、Sysmac Studio のバージョ

ンを「5.2.デバイス構成」以降

に変更してください。 

 

4 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［デバイス変更］を選

択します。 
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5 ［デバイス変更］ダイアログが

表示されます。 
［デバイス］および［バージョ

ン］が、右図のように使用する

設定になっていることを確認し

ます。 
 
［キャンセル］をクリックしま

す。 
 
※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから選択

し、[OK]をクリックしてくだ

さい。 
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10. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月 改訂理由 
A 2025 年 11 月 初版 
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